
  

 

 

 

                            

 

 

豊かな活動を育むために 
校長 島埜 秀男 

厳しい寒さが続いております。元旦に発生した能登半島地震は、大きな被害をもたらしました。始業式に

は、亡くなられた方のご冥福と被災者が元の生活に早く戻れることを願って黙祷を子供たちとしました。改

めて地震の恐ろしさを知るとともに防災の備えについて考えさせられました。学校でも防災教育についてさ

らに取り組んでいきます。 

さて、先日は全学年で交流できるキッズフェスティバルを実施しました。ご多用のところ多くの保護者の

皆様にご来校いただき誠にありがとうございました。来校者数はご家庭数の 72.8%でした。このキッズフェ

スティバルも本校で重点をおいて取り組んでいる特別活動の 1つです。ご覧いただいた当日の活動はもちろ

ん大切なのですが、ここまで至る道のりが重要です。どんな経過によってこの「キッズフェスティバル」が

行われているか一つの例をお知らせします。発達段階によっても取り組み方は異なりますのでご了承くださ

い。 

キッズフェスティバルの目的を共有する 

〇キッズフェスティバルは何のために行うのかを児童と確認をする。 

 全体の流れとルールを全学年が共有できるようにすることがポイントになります。 

計画委員会 

   〇話合いの司会グループ（司会、副司会、ノート記録、黒板記録）は事前に話合いのための計画委員 

会を開きます。 

  ここでは、担任の先生と共に役割分担、議題、話合いのめあて、話

し合うことを決めたり、話合いのシミュレーションなどをしたりして

話合いが充実するための準備をして事前に学級のみんなに伝えます。

そして話合いまでに意見を考えられるようにします。 

 ※事前に一人一人が意見をもてるように工夫することがポイントです。 

   話合い活動 

   〇合意形成をする。 

多様な意見を認め合い、互いのよさを生かしながら伝え合い折り合いを付けて意見をまとめていき

ます。ここでは、３つのプロセスを大切にします。 

（１） 相手の意見を理解し合う（相手の立場に立って共感的に理解する） 

（２） 何が違うのかを明確にする（理由を明確にして比較する） 

（３） 見方を変える（視点を変えて比較する） 

※合意形成を図ることができる力が身に付けることができることは、話合い活動の最も重要な   

ントです。 

   決定したことの準備 

   〇話合いで決まったことを全員で分担し、準備します。 

    ※みんなで決めたことはみんなで準備することが大事です。分担されたことだけをすればいいので

はなくそれぞれの取り組みを共有しながら進められることができるとさらに素晴らしいです。 

   実践と振り返り 

    今回の実践は「キッズフェスティバル」でした。準備してきた成果を発揮する場です。成功も失敗
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きらきらな１年生 
１年担任  

 

 ４月に入学した１年生もあと２か月で２年生になります。１年生２８名はやる気に満ち溢れたキラキ

ラ輝く子供たちです。４月当初は、朝の支度が分からなかったり、名札を付けることも難しかったりし

ていましたが、６年生のお世話のおかげで、今では立派に一人でできています。 

 ひらがなが書けるようになり、カタカナが書けるよう 

になり、計算ができるようになり、たくさんのことがで 

きるようになって成長した 1年生。学芸会では、一人一人 

が役になりきって、楽しんで演じていました。今では、新 

しい１年生が入ってくることを意識して、「先輩になるん 

だ」という頼もしい姿を見せています。 

 さらに磨きをかけて、２年生へ期待をもって進級でき 

るようにしていきます。子供たちのきらきら輝く姿をぜ 

ひ応援してください。 

 

６年生を送る会 
 

6年生を送る会担当  

 

 ２月１６日（金）の３・４校時に、「６年生を送る会」を行います。これまで六日小のリーダーとして

全校生を引っ張ってくれた６年生の卒業が近づいてきました。６年生に向けて、１年生から５年生は感謝

の気持ちを込めた出し物を考え、発表します。６年生もお礼の出し物を披露します。また、委員会や縦割

り班などの引継ぎも行い、六日小の伝統を５年生へと引き継ぎます。 

 最後の「たてわり班遊び」では、５年生が中心となって遊びを計画します。６年生のこれまでの姿を見

て学んできた５年生が、全校生のために一生懸命考えます。６年生との交流を楽しんで、笑顔あふれる、

心に残る思い出をつくってほしいと思います。 

 どんな出し物をするのか、どのように練習しているのか、お子さんの様子を気にかけていただけたら幸

いです。また、本番ではどうだったか、他学年の出し物について等も、ご家庭でお話を聞いていただけた

らと思います。当日は、「６年生を送る会」の様子を動画で撮影します。保護者の皆様には、今月末の保

護者会にてご覧いただく予定です。大成功の「６年生を送る会」になるよう、さらにブラッシュアップし

ていきます。 

も貴重な体験です。実践の中で様々なことに気付くことがとても大事なのです。「楽しかった」の感想

だけでなく。何をどうしたことが良かったとか、もっとこうすればよかったという振り返りができる

ことを重視しています。ここまでの活動を子供たちが主体的に取り組むことがより豊かな活動を育む

力となっています。 

    ご家庭でも一連の活動の中でお子さんがどんな役割を果たしたのか聞いてみてください。意外な頑

張りに気付くこともあるかもしれません。今後も本校の教育活動にご理解とご協力をよろしくお願い

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◎２月の目標  生活目標 寒さに負けないで生活をしよう 

言語目標 相手に伝わるようにあいさつをしよう 

 

 

 

 

＜２月の行事予定＞ ＊(寺)：寺子屋（放課後学習） 

月 火 水 木 金 土 

   ２／１ （寺） ２  ３ 

  

 

 

 

 なわとび旬間始 

 

音楽朝会 

 

授業公開日 

折り紙教室 

（１校時１年 ２校時２年） 
薬物乱用防止教室（３校時６年） 

お弁当の日 

５ （寺） ６ （寺） ７ （寺） ８ （寺） ９ １０ 

全校朝会 

クラブ 

たてわり班活動（昼）  

色紙づくり 

避難訓練 

安全指導 

 

午前授業 

 

お話ポケット 
（４校時１・２年） 

児童集会（大繩） 

漢字検定 

 

 

１２  １３ （寺） １４ （寺） １５ （寺） １６ １７ 

振替休日 

 

全校朝会 

なわとび旬間終 

新１年生保護者会 

 

クラブ発表 

 

クラブ発表 

 

６年生を送る会 

たてわり班遊び 
算数検定（６校時） 

 

１９ （寺） ２０ （寺） ２１ （寺） ２２ （寺） ２３ ２４ 

全校朝会 

クラブ 

 

 ふれあい給食（２年）  天皇誕生日  

２６ （寺） ２７ （寺） ２８ （寺） ２９ （寺）  ３／１  ２  

全校朝会 

委員会（６校時） 

コサージュ作り 
（５・６校時５年） 

 保護者会 

（低学年１４時） 

（高学年１５時） 

謝恩会 

6年生以外4時間授業 

 

 

授業公開日 

二分の一成人式（4年） 

 

 

 

 

 


